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■地方自治法第４条

■多摩市役所の位置を定める条例

地方公共団体は、その事務所の位置を定め又はこれを変更しようとするときは、
条例でこれを定めなければならない。
② 前項の事務所の位置を定め又はこれを変更するに当つては、住民の利用に最も
便利であるように、交通の事情、他の官公署との関係等について適当な考慮を払わ
なければならない。
③ 第一項の条例を制定し又は改廃しようとするときは、当該地方公共団体の議会
において出席議員の三分の二以上の者の同意がなければならない。

第４回多摩市役所本庁舎建替基本構想策定有識者懇談会 「本庁舎の位置のあり方について」

地方自治法（昭和22年法律第67号）第４条第１項の規定に基づき、多摩市役所
の位置を次のとおり定める。
東京都多摩市関戸六丁目12番地１

資料４
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■多摩市役所庁舎の在り方懇談会
（Ｈ19.12～H20.10)

■多摩市役所庁舎のあり方についての
アンケート（H28.4）

■将来の多摩市庁舎を考える
ワークショップ（H28.10）

■多摩市役所庁舎のあり方検討委員会
（Ｈ28.5～H28.11 ）
「現在地」「多摩センター」「永山」の３つの候補
地について検討。「現在地」と「移転」で議論が分
かれた。

「現在地」「多摩センター」「永山」の３つの候
補地について検討。「現在地」と「移転」で議論
が分かれた。

「現庁舎の敷地」「多摩センター駅周辺」「永山駅周
辺」の３つの候補地について意向調査。意見が分かれた。

以下の５つの候補地について比較検討。
・現在位置（やまばとホール跡地他）
・多摩センター駅周辺⑴（ＵＲ所有地）
・多摩センター駅周辺⑵（バスターミナル）
・多摩センター駅周辺⑶（都所有地）
・東永山小学校跡地（東永山複合施設）

第４回多摩市役所本庁舎建替基本構想策定有識者懇談会 「本庁舎の位置のあり方について」

“望ましい”の割合 現庁舎の敷地 …約41％
多摩センター駅周辺…約48％
永山駅周辺 …約44％

※多摩センター・永山駅周辺の肯定評価の方は、新庁舎に求める
こととして「駅に近く、利便性が高いこと」を重視する方が多く、
現在地の肯定評価の方は、「財政負担を抑制するべき」を重視す
る方が多い傾向。

資料４

市民アンケートの結果からは、
財政負担を抑制しつつ、利便性
が高いことを目指すという方向
性が見えてくる。
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10年後・20年後・30年後
の社会は？

●人口減少・更なる高齢化

●災害への不安の高まり

（大地震が発生しているかも）

●デジタル化・DXの進展

●働き方の変化

目指す
将来の市民サービスの姿

本庁舎の位置を決めるにあたっての判断基準も変化している可能性

社会の将来展望、目指す市民サービス像を踏まえ、

改めて、本庁舎の位置決定の評価の視点を確認することが重要

●デジタル化により、市民はパソコンやスマートフォンを使って、
自宅や勤務先など好きな場所からサービスが受けられるようにな
る。

●出張所や出先機関など、市民はより身近な場所でサービスが受
けられるようになる。

●本庁舎では、市民は専門的なサービスを受けるようになる。

●職員が地域の公共施設等にアウトリーチし、サービスが受けら
れるようになる。

将来の市役所の姿
●出張所、出先機関などのサービス拠点が充実し、それらが本庁
舎と連携して市民サービスを提供している。
●本庁舎は専門的なサービスの提供を行うとともに、出張所や出
先機関などを統括する“司令塔機能”を強化している。
●本庁舎は、災害時に市民の命と生活を守り、市民サービスを継
続できるよう、防災指令拠点としての機能を備えている。

第４回多摩市役所本庁舎建替基本構想策定有識者懇談会 「本庁舎の位置のあり方について」

防災拠点
・安全性

利便性
市の特性とまち
づくりの方向性

市の将来展望を
踏まえた経済性

実現性
・確実性

＜評価の視点（案）＞

資料４



市民
（自宅）

本庁舎

地域でのサービス提供

＜オンラインサービス＞

＜来庁＞

聖蹟桜ヶ丘駅周辺
多摩センター駅周辺

永山駅周辺

●市民サービス機能
〇窓口
〇相談
〇情報共有

●市民サービス機能
〇窓口（オンライン取次、マ
イナンバーカードを利用し
た証明書等の発行等）

〇相談（相談受付）
〇情報共有

＜来所＞

●行政事務機能
〇執務
〇意思決定・指揮命令
●防災指令拠点機能
●議会機能

●市民サービス機能
〇窓口
〇相談（一部）

情報ネットワーク
コミュニケーション
職員のアウトリーチ

統括

統括

勤務先や
外出先など

●、〇：各施設が果たす機能

＜来所＞

コンビニなど
●市民サービス機能
〇窓口 （マイナンバーカードを
利用した証明書等の発行）

支援拠点

●市民サービス機能
○相談
※福祉、子育て等に関するサービス

地域子育て支援拠点、地域包
括支援センターなど

【本庁機能】

【駅近機能】

【地域機能】

●市民サービス機能
〇窓口（オンラインや身近な
公共施設で対応できないサービス
にも対応）

〇相談（専門的な相談にも対応）
〇その他（エントランス、売店等）

資料●
資料１
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将来の市役所全体のサービス提供の姿
（2030年頃～のイメージ）

第４回多摩市役所本庁舎建替基本構想策定有識者懇談会 「本庁舎の位置のあり方について」 資料４
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市民アンケート（無作為抽出）結果では

●本庁舎の機能
特に重要だと思う本庁舎の機能について伺ったところ、「災害のときに防災拠点

となる庁舎であること」が62.5％で最も多く、次いで「年齢や障がいの有無に関わ
らず誰もが使いやすい庁舎であること」56.8％、「将来の様々な変化に対応できる、
設計に柔軟性がある庁舎であること」40.4％、維持管理費などの様々な費用を抑え
た庁舎であること37.4％、エネルギーを大事に使う環境にやさしい庁舎であること
23.6％、シンボルや街のにぎわいの再生に役立つ庁舎であること19.6％、市民活動
の場としても使える庁舎であること17.6％の順となっている。

第４回多摩市役所本庁舎建替基本構想策定有識者懇談会 「本庁舎の位置のあり方について」 資料４

2.1%

2.4%

17.6%

19.6%

23.6%

37.4%

40.4%

56.8%

62.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

その他

無回答

市民活動の場としても使える庁舎であること

シンボルや街のにぎわいの再生に役立つ庁舎であること

エネルギーを大事に使う環境にやさしい庁舎であること

維持管理費などの様々な費用を抑えた庁舎であること

変化に対応できる設計の柔軟性がある庁舎であること

誰もが使いやすい庁舎であること

災害のときに防災拠点になる庁舎であること
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◇差し迫る災害危機
・南海トラフ地震の発生確率

今後４０年間で「９０％程度」
に引き上げ
（政府地震調査会、2022年1月）

・首都直下地震の発生確率
今後３０年間で「７０％」
（東京都防災会議地震部会、
2022年5月）

◇東日本大震災等の経験

防
災
拠
点
・
安
全
性

●安全性の高い土地
- 地盤が強固
- 浸水の危険性がない

●災害に強いインフラ
- 電気、水道、通信等

（電力2系統、中圧ガスの確保など）

●災害時の市域全体へのアクセス性

- 災害時の道路アクセス
（緊急輸送道路に接するなど）

- 地理的位置（中心が望ましい）

本庁舎の位置の評価の視点（１／６）
ー要件として何が重要か？ー

本庁舎の防災指令拠点としての
役割の重要性が

いっそう認識される

第４回多摩市役所本庁舎建替基本構想策定有識者懇談会 「本庁舎の位置のあり方について」

（背景）

資料４

●災害時の他行政機関等との連携
のしやすさ
- 警察署、消防署など離れすぎない



資料●

本庁舎の位置の評価の視点（２／６）
ー要件として何が重要か？ー

資料4
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利
便
性

これまでの“サービス”
（場所のアクセス性）

“近い”

“行きやすい”

“長時間開いている”

“待ち時間が短い”

“行かなくてよい”

“近くで済む”

“いつでもできる”

“待たない”

これからの“サービス”
（サービスのアクセス性）

価
値
観
の
変
化

スペースフリー、タイムフリー

第４回多摩市役所本庁舎建替基本構想策定有識者懇談会 「本庁舎の位置のあり方について」

●将来を見据えると・・・サービスのアクセス性

- 市内外から（へ）のアクセスが良い
- 人口重心から大きく離れない

●司令塔として・・・場所のアクセス性

資料４
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市
の
特
性
と
ま
ち
づ
く
り
方
向
性

本庁舎の位置の評価の視点（３／６）
ー要件として何が重要か？ー

●駅周辺拠点地区の活性化による市全体の発展

●市全体の均衡ある発展（NT区域、既存区域の均衡ある発展）

- NT区域と既存区域のどちらかに極端の偏らない
- 基盤整備と公共施設の配置等

- 聖蹟桜ヶ丘、多摩センター、永山の主要３駅との位置関
係による市全体の活性化・発展

第４回多摩市役所本庁舎建替基本構想策定有識者懇談会 「本庁舎の位置のあり方について」 資料４

●市全体としての効果的な施設配置

- サービス拠点となる可能性のある施設や、本庁と連携
する施設との距離・バランスがよい
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●市民サービス全体（庁舎全体）の費用対効果市
の
将
来
展
望
を
踏
ま
え
た
経
済
性

本庁舎の位置の評価の視点（４／６）
ー要件として何が重要か？ー

●後年度負担の抑制

第４回多摩市役所本庁舎建替基本構想策定有識者懇談会 「本庁舎の位置のあり方について」 資料４

- 将来の人口減少、税収減等を見据え、将来の市民サー
ビスの姿をできるだけ低コストで実現する。

- 駅近施設などの既存施設を有効活用してコスト低減と
効率的な市民サービスを目指す。

- 用地取得、土地造成なども含めたトータルコストの抑制
- 新たに民有地を取得する場合、用地取得がコストに大きく影響
- 後年度負担の軽減のため、基金を積み立てることが必要

（庁舎増改築基金 Ｈ４．３末 約３６億円）
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実
現
性
・
確
実
性

●現庁舎用地以外の実現性のある用地

●事業の遅延リスクが小さく実現性のある用地

本庁舎の位置の評価の視点（５／６）
ー要件として何が重要か？ー

第４回多摩市役所本庁舎建替基本構想策定有識者懇談会 「本庁舎の位置のあり方について」 資料４

- 用地に既存施設が建っている場合や、新たに用地取得
が必要な場合は、事業遅延リスクがある（完成時期の
流動性）。

- 現庁舎跡地の売却や利活用についての不確実性を考慮
する必要がある。

- 現庁舎用地以外での用地については、あえて移転して
建替える優位性があるかを検討する必要がある。
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そ
の
他

本庁舎の位置の評価の視点（６／６）
ー要件として何が重要か？ー

第４回多摩市役所本庁舎建替基本構想策定有識者懇談会 「本庁舎の位置のあり方について」 資料４

●周辺環境への影響

- 日照、騒音などの影響が小さい
- 周辺景観、眺望などへの影響が小さい
- 周辺交通環境への影響が小さい（道路混雑など）

●シンボル性

- 本庁舎としてのシンボル性や市民の親しみやすさに
留意した場所
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位置を検討する際の評価の視点

評価の視点 評価の内容・基準

防災拠点・安全性 ①災害時の市域全体へのアクセス性

②災害時の他行政機関等との連携のしやすさ

③安全性の高い土地

④災害に強いインフラ

利便性 ①サービスのアクセス性（将来を見据えて）

②場所のアクセス性（司令塔として）

市の特性とまちづ
くりの方向性

①駅周辺拠点地区の活性化による市全体の発展

②市全体の均衡ある発展

③市全体としての効果的な施設配置

市の将来展望を踏
まえた経済性

①市民サービス全体（庁舎全体）の費用対効果

②後年度負担の抑制

実現性・確実性 ①事業の遅延リスクが小さく実現性のある用地

②現庁舎用地以外の実現性のある用地

その他 ①シンボル性

②周辺環境への影響

基本要件 ①法的要件：用途地域（第二種住居地域以上）

②面積（一定規模以上の広さの用地）

第４回多摩市役所本庁舎建替基本構想策定有識者懇談会 「本庁舎の位置のあり方について」 資料４
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位置のあり方
の評価の視点

第４回多摩市役所本庁舎建替基本構想策定有識者懇談会 「本庁舎の位置のあり方について」 資料４

用地の要件を確認する

建替え位置を検討

市全体を俯瞰する
【基本要件①】法的要件：用途地域（第二種住居地域以上）

【防災拠点・安全性①】災害時の市域全体へのアクセス性

【防災拠点・安全性②】災害時の他行政機関等との連携のしやすさ

【利便性①】サービスのアクセス性（将来を見据えて）

【利便性②】場所のアクセス性（司令塔として）

【まちづくり①】駅周辺拠点地区の活性化による市全体の発展

【まちづくり②】市の全体の均衡ある発展

【まちづくり③】市全体としての効果的な施設配置

【基本要件②】面積（一定規模以上の広さの用地）

【防災拠点・安全性③】安全性の高い土地

【防災拠点・安全性④】災害に強いインフラ

【経済性①】市民サービス全体（庁舎全体）の費用対効果

【経済性②】後年度負担の抑制

【実現性・不確実性】①事業の遅延リスクが小さく実現性のある用地

【実現性・不確実性】②現庁舎用地以外の実現性のある用地

【その他①】シンボル性

【その他②】周辺環境への影響

前提として
以下を実現するため
全市的な視点と将来
性を踏まえて、本庁
舎の位置を検討する

●将来の市民サービ
スの姿

●将来の市役所の姿

●本庁舎の基本機能
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第４回多摩市役所本庁舎建替基本構想策定有識者懇談会 「本庁舎の位置のあり方について」 資料４

市全体を俯瞰する
評価の視点 内容 条件・考え方

基本要件 ・法的要件（用途地域） ●第二種住居地域以上

防災拠点・安
全性

・災害時等の市域全体への
アクセス性

〇地理的中心や人口重心から離れすぎ
ない

〇災害時の道路アクセスが確保される

・災害時の他行政機関等と
の連携のしやすさ

〇警察署、消防署などから離れすぎな
い

利便性 ・サービスのアクセス性
・場所のアクセス性

〇将来を見据えると場所のアクセス性
からサービスのアクセス性へシフト

〇地理的中心や人口重心から離れすぎ
ない

市の特性とま
ちづくりの方
向性

・駅周辺拠点地区の活性化
による市全体の発展

〇主要３駅などとの適切な位置関係

・市の全体の均衡ある発展 〇NT区域と既存区域のどちらかに極端
に偏らない

・市全体としての効果的な
施設配置

〇サービス拠点となる可能性のある施
設や、本庁と連携する施設との距
離・バランスがよい

（●：必須条件、〇：満たすのが望ましい条件・考え方）
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第４回多摩市役所本庁舎建替基本構想策定有識者懇談会 「本庁舎の位置の検討に向けて」 資料４

評価の視点 内容 条件・考え方

基本要件 ・面積 ●一定規模以上の広さの用地

防災拠点・安
全性

・安全性の高い土地 ●浸水の危険性がない場所、盛土区域
でない場所

・災害に強いインフラ 〇電力2系統や中圧ガスの確保などの可
能性

市の将来展望
を踏まえた経
済性

・市民サービス全体（庁舎
全体）の費用対効果

〇駅近施設などの既存施設を有効活用
し、コスト低減と効率的な市民サー
ビスを目指す

・後年度負担の抑制 〇用地取得や土地造成の費用を抑制で
きる

実現性・不確
実性

・事業の遅延リスクが小さ
く実現性のある用地

〇上物がなく、着工までに取得可能

・現庁舎用地以外の実現性
のある用地

〇移転しても現庁舎用地よりも優位性
がある

〇現庁舎用地の売却や利活用の実現性

その他 ・シンボル性 〇本庁舎としてのシンボル性や市民の
親しみやすさに留意した場所

・周辺環境への影響 〇日照、騒音、景観、周辺道路混雑等
の影響が小さい

（●：必須条件、〇：満たすのが望ましい条件の考え方）用地の要件を確認する


